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みガJ之|ユスバン中火ス」ク"スパ ンルの考|うに以ル村(5個 )′災筋r棒ンるしZ

燿ぇんだ木
°
フェステルザ ージ(ffロリのァ|に、グた場働に之ο貞ゎ/1/°ノエステ,C‐ガ~ジ'こ奨し'マレス。こ

の小
°
ツエステIt/ノージ`ぼめらによノ絶録そ核とみソた今メ1之7 う`ね″ヽった力k,け た内β'2蓬んだ状筋

丼みどは、|ュげ`た0そ の日″71■ したと兄われぅ。

育予̀oみリク・́ 錫ヵ,弐椅にょうえヵガイたの̀ 去暴ぼォー2のよ)て
'あ

う。茅―Ztス タと文刃イ入力l」肴争

'ク亭t汚 の場 ′ゝ `冷 よヶ̀ bイ7スカと した去るイゝ の ダο～ δ ο%´ す デみ 'ヽ。 これ は)ナ草'こ力の尊メヒに は並列 z

けたゲイ今に荷蔵■イゝ担す」`め とし1′ けた者衝うみモ周 りヽてみた専されて、'うヵ2 文′檜れは上ヶフ

子垣-2 2姓 4琢段 ねヽたこ1吉ゲた

り

　

実

勒と ブ'Sl 水 子 あ  ィ 至| =Eニ ソ

上り絆 Fり線 ヒダ稼 Tり塚 ヒリ線 Tl採 L/4字子ツ翡

Z
―

/ θ 0 0 ―
/

―
ノ

2 ― / θ
―

/ / θ -2 ―
′ 0

θ 0 ―
/

―′ζ 0 -2 ―
Z θ

ゞ 0 ―
/ ―

/ 0 ■ ノ ―
/

―
/

タ θ ―aタ 「/ 0 θ

46-3






